
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたび 東京応化科学技術振興財団より 

第１回科学教育の普及・啓発助成団体表彰の「優秀活動賞」を受けました 

藤島昭財団理事長より表彰状と副賞を受ける柴田憲男さん 

受賞は４団体で、 

たんけん工房の受賞理由は、以下の通りです 

「おもしろ科学体験塾の開催と推進スタッフ養成講座」 

副賞を６０万円頂きました 

 

「活動奨励賞」受賞３団体： 

・神奈川こども教室 

「たのしい子どもの科学教室」の出張教室事業 

・ディレクトフォーカス理科実験グループ 

「出前理科実験教室」 

・蔵前理科教室 ふしぎ不思議（くらりか） 

「寺小屋方式により理科教室の推進」 

 

なお、第１８回「科学教育の普及・啓発助成」を受けた

団体は、８６件で総額 2,480万円。たんけん工房は４５

万円の助成を受けています。 

5/22東京応化の表彰式、懇親会に参加して来ました。 

規模の大きさと熱意は予想を超えるものでした。 

事務局や親睦団体とも交流して来ました。 

 

事務局の高木さんの話では、「科学教育の普及・啓発」

の重要性は東京応化内部でますます認識され、今年から

「優秀活動賞」が創設され、おもしろ科学が第１回に選

ばれた。 

 来年から「科学教育の普及・啓発」だけの交流会を作

るので,お互いに交流し、相乗効果を上げてもらいたい。 

と言われました。 

 他の団体からも安田さんの実績やお世話になった話

を聞きました。（宮下） 

出席者：柴田憲男 宮下盛汪 密島英二 島田祥生（編集）  

 式典冒頭 藤嶋理事長挨拶の中で、今年から「科学教

育の普及・啓発助成団体表彰」を行うことになったと言

う話があり、次に西原選考委員長の選考経過報告で向井

賞を始めとし、 

各種研究部門助成の選考結果報告があり、最後に今年か

ら始まった団体表彰は”終了報告書とポスターの内容を

評価した”と一言だけありました。 

毎年 槙さんと安田さんが丁寧な終了報告書を書き上

げて下さっているお陰です。 

また、ポスターと言う言葉が出たのには驚きました。こ

れも安田さんがポスターにもグラフを付けて下さった

お陰です。 

 会場で、ＮＰＯ法人かながわ子ども教室の佛田悳氏に

お会いしました。安田さんにはいろいろと教えて戴きま

したので、宜しくお伝え下さいとのことでした。（密島） 

授賞式後の懇親会にて 

藤島理事長と歓談する 

宮下さんと、財団との繋がりを作ってくれた密島さん 

藤島理事長から、 

皆さん、 

やりがいがあるから活動に参加するのでしょう。 

楽しくやりがいのある場づくりが大切ですよ。 

とのコメントをいただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 東京応化科学技術振興財団のパンフレットより 

藤島先生・東京応化科学技術振興財団とは 

ご縁が続いています 

これも皆さんの、日ごろの前向きな活動の賜物です 

東京応化科学振興財団から助成を受け始めて数年経ちます。 

回を重ねるごとに、ますます評価が高まっている感触です。 
 

理事長の藤島先生には、ことのほか我々の活動を評価していただ

いており、２０周年記念「感謝の集い」にお願いした特別講演 

「科学を楽しくー身の周りの不思議と素晴らしい先人科学者達、

そして光触媒の面白さ」は、記憶に新しいところです。 
 

また、そのご縁で、開け！科学の扉シリーズの第６巻「地域が育

てる科学の芽」で、おもしろ科学たんけん工房は相当数のページ

を活動紹介に使わせてもらうことができました。 

書籍発刊費支援 

・ヤングサイエンス選書（①～⑧） 

・開け！科学の扉（①～⑧） 

・新しい科学の世界へ（①～⑤） 

この度の受賞を記念して、川崎市民 

アカデミーより④⑤各１５０冊の 

寄贈を受けました。 

授賞式に参列して、東京応化科学技術振興財団の活動の広さ・深

さを、改めて知ることとなりました。 

藤島先生と振興財団から、特におもしろ科学体験塾の事業につい

て、我々の想像をはるかに超えた高い評価を受けていることに、身

の引き締まる思いがしました。 

ともすれば、現状に流れがちな中、外からこれだけの評価をいた

だいていることで、我々は、体験塾を宝石の原石として、ますます

磨きをかける責務を負っているのだと認識せざるを得ません。 

藤島先生の「やりがいがあるから活動するんでしょう」を工房の

大切な文化として、さらに育てていきたいものです。（島田） 


